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学的研究－台湾・朝鮮・沖縄の他者像とその現在」（課題番号 25244044，2013 ～ 2016 年度　
研究代表者：植野弘子）による研究成果である。また，特集の掲載論文の基となる報告が行
なわれた第 10 回白山フォーラム（白山人類学研究会主催　2017 年 11 月 11 日 ）においては，
コメンテーターの泉水英計氏，三尾裕子氏，笠原政治氏，井出弘毅氏，箕曲在弘氏，そして
参加者から，多岐にわたる貴重な示唆をいただいた。ここに記して感謝申し上げたい。
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